
金
滞
古
蹟
志
血
管
十
五

町
の
裏
町
た
ら
ん
か
。
本
多
町
に
能
登
町
の
沓
名
あ
れ
ど
、
是
と
異

た
り
。
園
事
昌
披
問
答
に
は
、
此
の
町
名
を
記
載
せ
宇
。
早
く
絶
え

た
り
け
ん
。
按
守
る
に
、
園
名
の
町
名
は
出
初
町
・
長
門
町
左
E
有
り

て
、
出
羽
m
町
に
は
篠
原
出
m
m
守
の
邸
宅
有
り
、
長
門
町
は
山
崎
長
門
、

E

備
中
町
は
岡
嶋
備
中
守
よ
り
起
り
て
、
町
名
と
成
り
た
る
よ
し
た
れ

E
・
能
登
と
呼
ぺ
る
藩
士
あ
る
を
聞
か
宇
。
松
雲
公
夜
話
鍛
に
、
上

杉
謙
信
土
賊
退
治
と
し
て
加
州
へ
褒
向
の
時
、
寒
気
に
堪
へ
宇
河
北

郡
大
田
村
に
滞
陣
の
廃
、
賊
将
何
の
能
登
と
い
ふ
者
の
第
に
磯
信
敗

軍
す
。
利
家
卿
入
園
の
後
共
由
を
聞
き
給
ひ
、
彼
能
登
を
召
出
し
、

藩
士
に
加
へ
ら
る
。
然
る
に
公
出
陣
屡
た
れ

E
も
武
功
も
た
く
、
遂

に
織
を
僻
し
て
、
退
去
せ
し
よ
し
、
松
雲
公
の
御
物
語
あ
り
た
り
と

去
ふ
事
見
ね
た
れ
芝
、
右
能
登
と
い
ふ
人
は
、
洲
崎
兵
庫
が
事
た
る

べ
し
。
関
屋
政
春
の
古
兵
談
に
、
須
崎
兵
庫
と
い
ふ
一
授
大
将
は
.

越
後
謙
信
十
月
の
頃
加
州
へ
褒
向
し
て
、
河
北
郡
中
保
太
田
に
陣
取

り
、
共
日
大
雲
に
て
兵
士
在
家
へ
入
り
て
寒
気
を
防
ぐ
。
然
る
に
須

崎
兵
庫
八
百
許
に
て
山
手
よ
り
夜
寧
を
懸
け
る
に
、
謙
信
一
支
へ
も

あ
は
や
越
後
へ
敗
軍
す
。
利
家
卿
右
の
手
柄
を
ぽ
聞
召
し
、
千
石
賜

は
り
け
る
に
・
度
々
の
軍
役
に
一
度
も
手
に
あ
は
4
1
0

不
首
尾
に
て

分
の
高
に
て
御
座
候
を
‘
此
の
近
年
河
く
づ
れ
に
ま
か
り
成
り
、

村
た
え
う
せ
申
す
。
と
記
載
せ
り
。
按
や
る
に
、
寛
永
八
年
の
石
浦

紳
枇
氏
子
地
闘
を
見
る
に
、
大
工
町
と
新
竪
町
と
の
後
ロ
地
に
朱
菟

野
村
地
と
載
せ
た
り
。
さ
れ
ば
今
竪
町
・
新
竪
町
・
大
工
町
・
十
三
間

町
の
地
越
は
、
都
て
朱
発
野
の
村
地
に
て
、
村
落
は
十
三
間
町
議
に

あ
り
た
る
ゆ
ゑ
に
、
慶
長
十
一
年
の
訴
般
に
、
観
音
堂
の
向
う
怠
る

朱
菟
野
村
と
は
記
載
せ
し
事
‘
知
ら
れ
け
り
。
右
観
音
堂
は
御
前
坂
の

高
・
な
る
慈
光
院
の
槻
脅
堂
を
い
へ
り
。
慶
長
十
一
-
年
に
近
年
河
崩
に

一
村
絶
失
申
す
と
記
載
す
れ
ば
、
慶
長
の
初
頃
ま
で
村
落
あ
り
し
と

聞
ゆ
。
但
し
明
和
二
年
六
月
石
油
慈
光
院
の
由
緒
書
に
、
石
浦
郷
七

ク
村
之
内
朱
菟
野
村
は
摩
川
橋
近
法
に
有
v
之
属
、
川
錦
之
節
只
今
犀

川
河
下
朱
菟
野
村
之
地
へ
引
移
さ
る
。
と
書
載
せ
た
り
。
右
は
全
く

寺
備
の
誤
解
た
る
ぺ
し
。
川
下
の
示
野
村
は
大
野
庄
内
の
村
落
に

て
.
石
浦
郷
の
朱
菟
野
村
と
異
也
。
大
野
庄
の
示
野
村
は
、
藩
阻
利

家
卿
天
正
十
四
年
正
月
廿
二
日
佐
郊
武
紳
明
の
氏
子
村
付
の
印
番

に
、
既
に
示
野
と
蛾
せ
給
へ
り
。
さ
れ
ば
石
滞
郷
の
朱
完
野
村
と
は

別
村
た
る
事
い
ち
じ
る
し
。
示
野
は
し
め
の
と
呼
ぴ
、
朱
菟
野
は
し

ゅ
め
の
と
呼
ぺ
る
な
る
べ
し
。
或
は
云
ム
。
今
主
馬
町
と
呼
ぺ
る
町

金
滞
古
蹟
志
巻
十
五

八

遂
に
召
放
さ
れ
、
行
末
不
v
知
と
、
加
州
老
人
語
る
と
あ
り

0

・
右
兵
庫
一

が
事
を
ぽ
綱
紀
卿
油
開
し
給
う

τ、
何
の
能
登
と
云
ふ
人
と
玄
ひ
た

る
か
。
若
し
く
は
筆
者
中
村
典
勝
が
承
り
遼
ひ
に
て
も
あ
る
べ
し
。

。
林
檎
名
産

金
揮
の
世
諺
に
、
長
の
り
ん
ご
・
村
井
の
か
う
じ
と
て
、
林
檎
は
長
町

た
る
長
氏
の
下
邸
の
産
を
名
産
と
た
し
た
れ
ど
、
近
く
は
十
三
間
町

議
の
産
を
第
一
等
と
す
。
共
の
賀
大
に
し
て
味
ひ
甚
だ
宜
し
と
い
へ

ハ混
ν

り
。
或
は
云
ふ
。
林
檎
は
水
無
あ
る
畿
地
は
よ
か
ら
歩
。
地
下
石
多

〈
水
集
を
保
た
ざ
る
地
議
だ
よ
し
。
十
三
間
町
議
は
往
古
隊
川
の
河

中
を
埋
め
、
町
地
と
た
し
た
る
が
ゆ
ゑ
に
‘
上
土
の
み
に
て
地
下
は

悉
〈
石
原
た
り
。
故
に
水
無
早
く
ひ
き
て
林
檎
を
植
う
る
に
甚
だ
臨

宇
と
ぞ
。

。
朱
完
野
村
跡

朱
菟
野
は
‘
石
浦
郷
七
夕
村
の
一
村
に
て
、
昔
犀
川
橋
の
近
謹
に
あ

り
。
今
十
三
間
町
の
法
則
ち
共
の
村
跡
也
と
い
へ
り
。
石
浦
紳
枇
に

停
来
せ
る
慶
長
十
一
年
八
月
十
日
石
浦
七
ケ
村
氏
子
の
連
判
燃
に
?

朱
菟
野
村
八
左
衛
門
と
載
せ
た
れ
ど
、
同
月
廿
三
日
の
訴
訟
蓮
判
般

に
、
石
浦
七
村
の
内
観
音
堂
の
む
か
う
怠
る
し
め
の
村
は
、
岡
高
過

地
は
‘
若
し
く
は
往
古
朱
菟
野
村
の
村
跡
陀
て
‘
村
落
此
の
地
設
に

あ
り
し
ゅ
ゑ
に
、
朱
菟
野
町
と
い
ふ
べ
き
を
.
後
人
主
馬
町
と
書
き

け
る
た
ら
ん
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
此
の
設
さ
も
あ
る
ぺ
け
れ
ど
‘

主
馬
町
は
昔
本
庄
主
馬

ιい
ふ
人
の
邸
地
あ
り
し
故
に
町
名
と
す
。

依
り
て
主
馬
殿
町
と
も
呼
べ
り
。
ま
た
朱
菟
野
村
は
、
寛
永
八
年
の

石
浦
紳
枇
氏
子
地
聞
に
、
大
工
町
と
新
竪
町
と
の
う
し
ろ
地
位
朱
菟

野
村
地
と
記
載
す
れ
ば
、
今
い
ふ
十
三
間
町
議
に
村
落
あ
り
て
、
主

馬
町
の
地
と
は
甚
だ
隔
る
の
み
友
ら
宇
、
主
馬
町
議
は
百
姓
町
の
地

纏
き
に
て
、
石
浦
の
村
地
怠
る
事
知
ら
れ
け
り
。

。
犀
川
川
除
町
・

金
津
町
曾
所
留
記
の
寛
文
十
年
九
十
歳
者
書
上
授
に
、
丸
十
二
歳
才

川
川
除
町
牢
人
民
瀬
茂
左
衛
門
母
普
照
と
見
b
.
元
秘
九
年
の
地
子

町
肝
煎
裁
許
附
に
、
才
川
川
除
町
と
あ
り
て
、
犀
川
の
川
縁
な
る
町

地
を
ぽ
都
て
川
除
町
と
呼
ぺ
り
。
皆
川
縁
の
堤
防
に
家
建
て
せ
し
ゅ

ゑ
な
り
。
今
上
川
除
町
・
中
川
除
町
・
下
川
除
町
・
新
川
除
町
の
四
町

に
分
て
り
。
町
合
所
留
記
に
、
犀
川
上
川
除
町
は
法
然
寺
議
よ
り
下

舟
場
越
ま
で
.
犀
川
中
川
除
町
は
下
舟
場
溢
よ
り
大
橋
漣
ま
で
‘
摩

川
下
川
除
町
は
大
橋
漣
よ
り
貸
久
寺
越
ま
で
‘
摩
川
新
川
除
町
は
賀

九




